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議
案
は
、こ
の
よ
う
に 

審
議
さ
れ
ま
す 

市長や議員 
が提出 

本
会
議
で
議
案 

の
提
案
説
明 

委
員
会
審
査 

議
案
に
対
す
る
質
疑 

本
会
議
で
委
員
会
の 

審
査
結
果
を
報
告 

報
告
に
対
す
る
質
疑 

討
　  

論（
賛
成

反
対
） 

採
　  

決（
可
決

否
決
） 

所
管
委
員
会
に
付
託 

（
審
査
を
委
ね
る
こ
と
） 

 

市長に結果を送付 

意見書は国・県など 
関係行政庁に提出 

委員会で審査をしないもの 

７月２１日、「ふれあい探検ウォークラリー大会」が開催されました

●
多
文
化
共
生
を
進
め
る
市
の
条

例
制
定
を
求
め
る

　

Ｑ　

法
務
省
の
調
査
で
外
国
人

へ
の
差
別
が
報
告
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

Ａ　

調
査
結
果
は
承
知
し
て
お

り
、
国
や
県
と
連
携
し
、
人
権
問

題
解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

Ｑ　

川
崎
市
の
人
種
差
別
撤
廃

条
例
制
定
の
動
き
へ
の
認
識
は
。

　

Ａ　

川
崎
市
長
の
選
挙
公
約
に

よ
り
、
条
例
制
定
に
向
け
検
討
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

Ｑ　

県
内
２
番
目
に
外
国
籍
の

方
の
比
率
が
高
い
市
と
し
て
、
民

族
の
違
い
を
超
え
て
対
等
な
関
係

を
築
く
条
例
を
制
定
し
な
い
か
。

　

Ａ　

総
合
計
画
や
総
合
戦
略
に

基
づ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

条
例
の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

●
生
活
保
護
引
き
下
げ
に
抗
議
し

市
の
他
施
策
に
連
動
さ
せ
な
い
よ

う
に

　

Ｑ　

国
際
連
合
の
人
権
専
門
家

が
、
生
活
保
護
費
の
引
き
下
げ
を

批
判
し
て
い
る
が
、市
の
考
え
は
。

　

Ａ　

今
回
の
見
直
し
は
、
一
律

の
引
き
下
げ
で
は
な
い
た
め
、
生

活
保
護
制
度
の
趣
旨
や
目
的
に
沿

っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

Ｑ　

引
き
下
げ
に
よ
り
、
就
学

援
助
金
な
ど　

も
の
市
の
施
策
に

６３

影
響
す
る
た
め
、
今
の
基
準
を
守

る
こ
と
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　

Ａ　

国
は
、
で
き
る
限
り
国
の

制
度
に
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
対

応
す
る
方
針
を
示
し
て
お
り
、
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

外
国
人
支
援
だ
け
で
な
く
多
文 

化
共
生
を
目
指
す
条
例
制
定
を

日
本
共
産
党 

上
田　

博
之

●
教
育
関
係
に
つ
い
て

　

Ｑ　

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
本

市
の
小
・
中
学
生
が
減
少
し
、学
校

の
整
理
や
統
合
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
、
そ
の
後
の
学
校
施
設
を

有
効
活
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

Ａ　

綾
瀬
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
基
本
方
針
で
は
、
今
後　
４０

年
間
で　

％
の
総
量
削
減
を
目
指

２３

し
て
お
り
、
学
校
の
整
理
統
合
を

視
野
に
入
れ
た
適
正
配
置
は
不
可

欠
と
考
え
る
。
整
理
や
統
合
は
、

老
朽
化
の 
進 しん 　
  �
に
よ
り
実
施
す
る

ち
ょ
く

予
定
で
あ
り
、
再
利
用
や
有
効
活

用
は
難
し
く
、
取
り
壊
し
処
分
に

な
る
と
考
え
る
。

　

Ｑ　

２
０
２
０
年
に
戦
後
最
大

の
教
育
改
革
が
始
ま
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
義
務
教
育
の
９
年
間
を
有

効
活
用
で
き
る
よ
う
、
小
中
一
貫

校
の
モ
デ
ル
校
を
作
ら
な
い
か
。

　

Ａ　

綾
瀬
市
教
育
振
興
基
本
計

画
の
後
期
実
行
計
画
に
よ
り
、
平

成　

年
度
に
、
綾
瀬
市
型
小
中
一

３２
貫
教
育
モ
デ
ル
を
、
１
中
学
校
区

で
試
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

Ｑ　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

か
ら
、
本
市
の
小
･
中
学
生
は
、

科
目
別
の
弱
点
が
見
ら
れ
た
か
。

　

Ａ　

小
・
中
学
校
と
も
に
、
国

語
で
は
、
漢
字
を
正
し
く
書
く
こ

と
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
た
り

す
る
こ
と
な
ど
に
、
小
学
校
の
算

数
で
は
、
小
数
・
分
数
の
計
算
や

問
題
文
を
自
分
の
力
で
解
釈
し
て

判
断
す
る
問
題
な
ど
に
、
中
学
校

の
数
学
で
は
、
方
程
式
や
関
数
、

資
料
や
問
題
文
の
読
み
取
り
な
ど

に
課
題
が
見
ら
れ
た
。

小
・
中
学
校
を
整
理
統
合
し
た 

際
の
有
効
活
用
を
考
え
な
い
か

あ
や
せ
未
来
会
議　

増
田
淳
一
郎

●
公
共
工
事
の
入
札
契
約
の
現
状

と
市
内
業
者
の
活
用
に
つ
い
て

　

Ｑ　

小
規
模
工
事
を
、
防
災
協

定
締
結
業
者
へ
優
先
的
に
発
注
す

る
方
針
と
の
こ
と
だ
が
、現
状
は
。

　

Ａ　

設
計
金
額
が　

万
円
を
超

３０

え
、
１
３
０
万
円
以
下
の
土
木
工

事
や
舗
装
工
事
を
優
先
的
に
発
注

す
る
方
針
だ
が
、
協
定
締
結
業
者

以
外
へ
の
発
注
が
あ
っ
た
た
め
、

再
度
、方
針
の
周
知
徹
底
を
図
る
。

　

Ｑ　

一
定
の
条
件
を
満
た
す
業

者
に
工
事
を
発
注
す
る
、
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
発
注
を
増
や
し
て
は
。

　

Ａ　

工
事
内
容
な
ど
を
総
合
的

に
判
断
し
た
上
で
、
発
注
件
数
の

拡
大
を
図
り
た
い
と
考
え
る
。

●
厚
木
基
地
に
対
す
る
今
後
の
対
応

　

Ｑ　

米
空
母
艦
載
機
部
隊
の
移

駐
完
了
に
伴
い
、
基
地
の
運
用
が

変
化
す
る
が
、
一
部
返
還
や
観
光

面
で
の
新
た
な
関
わ
り
方
な
ど
に

対
し
、
ど
う
向
き
合
う
か
。

　

Ａ　

返
還
に
関
し
、
引
き
続
き

情
報
提
供
な
ど
を
国
へ
働
き
掛
け

る
。今
後
は
、騒
音
の
状
況
変
化
を

踏
ま
え
、
基
地
の
特
性
を
活
用
す

る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す

る
施
策
の
充
実
や
新
た
な
制
度
の

実
施
を
、国
と
協
議
・
検
討
す
る
仕

組
み
作
り
が
必
要
と
考
え
る
。

●
児
童
・
生
徒
の
安
全
安
心
に
つ

い
て

　

Ｑ　

地
域
の
方
へ
、安
全
・
安
心

メ
ー
ル
の
登
録
を
促
さ
な
い
か
。

　

Ａ　

現
在
、
転
入
者
へ
の
案
内

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

公
共
施
設
へ
の
チ
ラ
シ
の
配
架
や

各
種
団
体
を
介
し
て
、
登
録
を
促

す
働
き
掛
け
を
行
い
た
い
。

防
災
協
定
締
結
業
者
へ
の

小
規
模
工
事
の
発
注
状
況
は

志
政
あ
や
せ 

橘
川　

佳
彦

●
落
合
吉
岡
区
画
整
理
事
業
の
中

止
を

　

Ｑ　

区
画
整
理
事
業
に
対
す
る

地
権
者
の
反
対
意
見
を
聞
き
、
事

業
の
中
止
を
考
え
な
い
か
。

　

Ａ　

区
画
整
理
事
業
へ
の
反
対

意
見
も
聞
い
て
お
り
、
組
合
設
立

準
備
会
や
事
業
協
力
者
と
と
も

に
、
地
権
者
へ
の
代
替
農
地
の
紹

介
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
本
事
業

は
、
新
規
工
業
系
用
地
を
確
保

し
、
次
世
代
に
引
き
継
げ
る
持
続

可
能
な
産
業
地
区
を
整
備
す
る
た

め
、必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。

●
長
坂
上
の
バ
ス
運
行
時
間
の
延

長
を

　

Ｑ　

長
後
駅
か
ら
長
坂
上
ま
で

の
路
線
バ
ス
運
行
時
間
を
延
長
す

る
こ
と
で
、
市
民
の
交
通
利
便
性

が
向
上
す
る
と
思
う
が
、
神
奈
川

中
央
交
通
株
式
会
社
に
運
行
時
間

延
長
を
要
望
し
な
い
か
。

　

Ａ　

現
在
、
長
後
駅
西
口
か
ら

長
坂
上
ま
で
の
バ
ス
路
線
の
始
発

便
、
最
終
便
の
時
刻
改
正
と
市
役

所
ま
で
の
延
伸
を
神
奈
川
中
央
交

通
株
式
会
社
へ
要
望
し
て
い
る
。

地
域
住
民
の
交
通
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
引
き
続
き
強
く
要

望
し
て
い
く
。

落
合
・
吉
岡
土
地
区
画
整
理
の 

反
対
意
見
を
聞
き
事
業
中
止
を

日
本
共
産
党 

松
本　

春
男

●
保
育
園
の
待
機
児
対
策
に
つ
い
て

　

Ｑ　

待
機
児
童
解
消
の
た
め
、

保
育
園
増
設
を
考
え
な
い
か
。

　

Ａ　

待
機
児
童
解
消
に
向
け
、

民
間
保
育
所
の
新
規
開
設
誘
導
や

既
存
保
育
所
の
定
員
拡
大
を
図
っ

て
い
る
。
平
成　

年
度
か
ら
の
次

３２

期
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
に
、
将
来
を
見
据
え
た
待
機

児
童
対
策
を
位
置
付
け
て
い
く
。市の花  「バラ」


